
















周波数域（およそ 20Hz ～ 100Hz）、高周波数域（お
よそ 15kHz ～ 20kHz）では相対感度が大きく低下し
ており、逆に 500Hz ～ 1kHz にかけての周波数では、
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音場型アンサンブル平面バッフルスピーカー設計の試み
岡部雅史 1）































































































































































   
岡部雅史14
フルレンジスピーカー
　これは人の可聴周波数域　20Hz ～ 20kHz をなんと
か全て発音できるスピーカーのことであり、フルレ
ンジスピーカーと称される。多くは口径 5cm ～ 16cm
程度（実効振動板面積換算でおよそ 15cm2 ～ 150cm2）
のスピーカーである。代表的な f 特を図 2 に示す。低











































































16 センチユニットをバッフルの中央部に 1 つ配置し、
音像の空間定位、音場の拡大、ステレオ感の醸成の



















































真 2）、厚さ 50 ミリの北米産ウォールナット（クルミ
材）のムク板を選び出した（写真 3）。ウォールナッ
トはチークやマホガニーと共に世界三大銘木と謳わ

































































樹齢約 100 年（約 3年ほど自然乾燥させたもの）


























































の完成が楽しみである。2016 年 5 月初旬の段階でや
っと板の切り取りが始まったところであり、完成は
同年の 11 月を予定している。乞うご期待。
参考文献
　本稿では特に文中に参考文献を提示していない。ダ
イナミックスピーカー一般については古典的名著「ラ
ジオ技術選書 108　長岡鉄男・図解スピーカ」を挙げ
る。　また、各社から製造されているスピーカーや
各種形式の自作キャビネットの特徴の解説について
は「長岡鉄男のオリジナル・スピーカー設計術 1～ 4」
を参考にしていただきたい。また本文中の図 1 につ
いては中野有朋　騒音・振動制御　（ISBN-13: 978-
4924706392）より引用した。　図 2については Fostex
社の関連製品解説ホームページより引用した。本文
中のウォールナット材の特徴については日本語版
Wikipedia より引用した。
写真 9
